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六甲山系グリーンベルト構想 
（イメージ） 

六甲山系における 
植樹作業風景 

一般国道43号環境防災緑地 
（イメージ） 

尼崎21世紀の森構想 
（イメージ） 

事業効果 

グリーンベルト整備事業や 
臨海部の緑の創出を行います。 

土砂災害を防止するとともに
緑豊かな環境を創出します。 

　六甲山系南部の市街地に隣接し

た斜面一帯を、防災機能の高い緑

地帯として保全・整備することにより、

土砂災害の発生を抑えるとともに、上

流からの土砂の流出を防止し、災害

に強いまちづくりを進めます。また、市

街地周辺の無秩序な市街化の防止

や緑豊かな都市環境と景観を保全、

創出します。 

　「尼崎21世紀の森構想」は、臨海

地域のほぼ中央に位置し、市民の憩

いの場として最適である拠点地区に

おいてパイロットプロジェクト*
1
と位置

づけられました。当プロジェクトは多

様な生物をはぐくむ自然生態系を回

復・育成する森や、豊かな自然環境

の中でレクリエーション・スポーツを通

した健康づくり等の交流の森を中心

とした整備を進め、自然とのふれあい

を創造する場を整備します。 

　また、国道43号環境防災緑地では

植栽整備を進めます。 

　六甲山系の樹林を整備することに

より、次の４つの機能が発揮されま

す。１つ目は、土砂が市街地に流れ

出るのを防ぎ土砂災害を防止しま

す。２つ目は、今以上に市街地が土

砂災害の危険性の高い山際へ拡大

する「都市のスプロール化」を防ぎま

す。３つ目は、さまざまな種類や樹齢の

樹林を創造することにより、良好な都

市環境、風致景観、生態系および種

の多様性の保全・育成を図ります。 

４つ目は、人々が安全に自然と親しめ

る健全なレクリエーションの場を提供

します。 

　「尼崎21世紀の森構想」を進める

ことにより、公害問題が顕著化してい

る阪神地域の環境改善に資するとと

もに、阪神間における人間性回復の

舞台づくりが図れます。 

　また、43号環境防災緑地の整備に

より、沿道環境の改善を図ります。 

六甲山系南側斜面、兵庫県神戸市・芦屋市・西宮市・尼崎市 

水環境や生態系の保全・再生 
六甲山系グリーンベルト・尼崎21世紀の森・国道43号から 
緑豊かな環境を創出します。 

　六甲山系は、その地形、地質等か

ら土砂災害の危険性が高く、多くの

災害が発生してきました。山麓部まで

都市が拡大しているほか、阪神・淡

路大震災による数多くの崩壊に見ら

れるように、市街地は常に土砂災害

の危険にさらされています。 

　また、阪神地域では、高度経済成

長の過程において大幅に消失した

緑について、長期的な視点に立ち、

豊かでうるおいのある質の高い都市

生活の実現が求められています。 

　このため、自然環境を創出・再生す

ることにより水と緑のネットワークを構

築し、生態系の回復、自然とのふれあ

いの場の拡大等を図ります。 

土砂災害の防止とともに 
豊かな自然環境の創出・再生が
求められています。 

　平成17年に試験放鳥が予定され

ているコウノトリの野生復帰に向け、

国土交通省、兵庫県、関係市町から

構成される「コウノトリ野生復帰推進

協議会」が野生復帰推進計画を策

定しました。本計画に基づき、自然と

共生する河川の整備を推進します。 

　かつての円山川周辺は、自然環

境豊かな河川や水路を介して豊岡

盆地の水田を中心とした湿地環境

や山裾等との連続性を保つことで生

物の生育生息環境のネットワークを

形成していたと考えられます。円山

川の自然再生はこのような環境を保

全・再生することを目標としてエコロ

ジカルネットワーク*
1
を構成するため、

ビオトープ*
2
の試験施工や河道内湿

地の生物モニタリングを行い、それら

をフィードバックしながら順応的に事

業を実施します。 

　コウノトリを生物指標、食物連鎖の

頂点として、多様な生物の生息・生

育環境が育まれます。また、自然に生

息するコウノトリを地域のシンボルとし

てさまざまな地域振興にも資すること

となります。 

円山川 

コウノトリも共生する河川環境の再生 
多様な自然と共生する川づくりを行います。 

湿地再生の状況 

1960年代の円山川支川出石川の風景 

流域の開発等により良好な生
物の生息・生育環境が失わ
れつつあります。 

エコロジカルネットワークの保全・再生を実施します。 河川における生物の良好な
生息・生育環境の保全・復元
を実現します。 

エコロジカルネットワークとは、生物
の多様性の確保や生態系の保全・回
復を目標として、生物生息空間であ
る水と緑（自然環境）のエリアを量的・
質的に確保するとともに、それぞれ
の空間相互を生物の移動を容易に
する水と緑の回廊（生態的回廊）で
つなげ、地域レベル、広域レベルのネ
ットワークを形成することをいいます。 

ビオトープとは、「特定の生物群像が
存在できるような、特定の環境条件
を備えた均質的なある限られた地域」
と定義されています。一般的には、現
存する自然の保全（保全型ビオトープ）
と、失われた自然（生態系）を本来の
場所に人為的に復元するビオトープ（復
元型ビオトープ）の2つがあります。 
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*1

パイロットプロジェクトとは、先駆的・
試験的な取り組みのことをいいます。 *1

*2
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